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1. はじめに 

 本研究では、正確に見積もることが困難であるノンポイ

ントソースからの汚濁負荷の流出の特性を把握し、また定

量的に見積もるため、千葉県北部に位置し、水質汚濁の進

んでいる印旛沼の流域を対象として、降雨時にノンポイン

トソースから流出する流出量および流出負荷量の現地調査

を実施した。 
2. 現地調査 

 調査の対象とする土地利用を市街地、住宅地、山林、緑

地・公園とし、調査流域はなるべく土地利用が一様で、数

ヘクタール程度の広さをもつ流域を計11 地点選定した（図

-1）。調査は、同じ降雨で 11 地点同時に実施し、各流域の

末端の水路内で実施した。調査項目は、流量および COD、
T-N、T-Pとした。 
3. 結果および考察 

3.1 降雨時の負荷流出特性 

 図-2(a)、(b)に比流量・比負荷量の変化を示す。降雨に対

して市街地、住宅地では流量のピークは現れるが、山林、

緑地・公園では明確なピークが現れていない。また、ピー

ク時の比流量の大きさは市街地で最も大きく、以下順に、

住宅地、緑地・公園、山林となっている。また、COD 比負

荷量の変化についても、比流量と同様の傾向を示している。

このことから、市街地や住宅地のように不浸透域が多いと

表面流出が多くなり、これに伴って負荷量も大きくなる。

逆に、山林、緑地・公園のように浸透域が多いと表面流出

が少ないため、負荷量も少なくなることが考えられる。 
3.2 既往原単位との比較 

 本調査結果から得られる調査流域ごとの原単位と、既往

の知見や検討等で用いられている原単位との比較を図-3に
示す。なお、市街地等には本調査の土地利用のうち市街地、

住宅地、緑地・公園が含まれる。本調査での原単位は、既

往の原単位の範囲内にあるが、山林や住宅地では、同一の

土地利用であるにも関わらずばらつきが大きい。 
 また、本調査の原単位と既存の湖沼水質保全計画（以下、

湖沼計画）策定時に使用された原単位を比較すると、山林

では3 地点のうち最小であった調査流域と同程度の値とな

っている。また、湖沼計画での市街地等の原単位は本調査

での住宅地とほぼ同じであったが、本調査での市街地では、

約3 倍大きい値となった。 
4. おわりに 

 本研究は、冬季の1 降雨での調査結果をまとめたものであ

る。このため、季節の違い、降雨強度の違いを考慮すること

ができていないため、今後調査データを蓄積し、さらに検討

を進める必要がある。 
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図-1 調査流域 
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図-2(a) 比流量の変化（各土地利用につき代表1地点を示す） 
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図-2(b) COD 比負荷量の変化（各土地利用につき代表1地点を示す）
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図-3 原単位の比較 

凡 例 
●▲× ：本調査での原単位 
    市街地等での記号 
     ●：市街地 
     ▲：住宅地 
     ×：緑地・公園 
□ ：印旛沼第4期湖沼水質保

全計画での原単位 
 ：既往の知見・文献での原

単位（最大、最小、平均）

※市街地化率（％）：不浸透域の指標として算出 

＝
市街地面積+住宅地面積×0.5+道路面積

集水面積
 ×100 

住宅の建ぺい率を50%と設定 


